
　バランスシート（貸借対照表）とは、今までの公共事業などによって蓄積された資産や、そのために

必要となった借入金を対比して、資産価値や負債内容を分かりやすく示したものです。�

　平成16年度末の普通会計における市全体の資産は、681億6,800万円、負債総額は191億6,800万円

であり、資産に対する負債割合が28.1％。15年度と比べ資産が10億300万円、負債額が10億4,300万

円それぞれ減少しています。また、資産から負債を差し引いた正味資産は490億円で15年度より4,000

万円増えています。�

　なお、借入金の償還金に対して、交付税措置がおよそ90億円ほどあるので、それを除くと負債総額も

102億円程度となります。�

平成16年度�

白石市のバランスシート（貸借対照表）�

　このバランスシートは、総務省方式による作成のため、各項目の金額は、昭和44年度以降の決算統
計を積み上げて計上しています。（金額は100万円単位に四捨五入しています）。したがって、昭和

43年度以前に取得した資産や、寄附、移譲を受けた資産は除かれており、市債の返済に対する交付税措置も
勘案されていないので、一般企業のものと単純に比較することはできません。�

注�

◆　◆　◆�

借　　　　　方� 貸　　　　　方�

計681億6,800万円� 計681億6,800万円�

●有形固定資産�

 552億4,100万円�
 うち土地  134億2,300万円�
　学校、道路、橋、市庁舎など建設的な事業に
使われたお金の総額です。道路や建物は減価償
却をしています。土地代は取得価格で計上して
います。�

●負債�

 借入金（市債）  165億5,800万円�
　施設を建設するための財源として市が銀行や
国などに借金しているお金の残高です。�

●正味資産�

 490億円�
　公共施設を建設するために使ったお金のうち、
国や県から補助金としてもらったものや税金な
どの市のお金の総額です。返済義務がなく、後
世代に引き継ぐ公有財産の実質的な価値を表し
ています。�

退職給与引当金 26億1,000万円�
　市の職員が年度末に全員退職した場合の退職
金です。実際、今支払うものではありませんが、
将来発生するものとして負債に計上しています。�

●投資的資産�

 92億9,800万円�
　関係団体への出資金や長寿社会対策基金、国
際交流基金など、蓄えているお金です。�

●流動的資産�

 36億2,900万円�
　現金で持っているもののほか、必要時にすぐ
に現金化することができる基金、市税など市に
納めてもらうお金のうち、まだ納められていな
いものです。�
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平成16年度診療科別患者数�

年 度 別 状 況� 平成16年度収入・支出�

入院患者数
外来患者数

収入
支出

 科別 内科 神経内科 脳神経外科 消化器科 呼吸器科 小児科 整形外科 外科 産婦人科 耳鼻咽喉科 眼科 皮膚科 泌尿器科 循環器科

 入　院 17,919 6,947 4,380 4,438 10,252 4,947 12,279 12,607 1,967 1,033 925 338 1,702 10,924

 外　来 36,159 4,201 1,725 6,611 6,297 15,976 23,593 10,284 4,073 7,256 10,299 9,697 5,291 9,826

入
院

（人）

外
来

（人）

年延べ
患者数
一　日
平　均
年延べ
患者数
一　日
平　均

  84,341 86,136 87,063 86,155 90,658

      231 236 239 235 248

  209,878 205,732 155,262 149,422 151,288

  853 840 636 607 623

 収入（千円） 4,750,072 5,053,927 5,396,600 5,099,202 5,245,331

 支出（千円） 4,747,291 4,913,925 7,041,768 6,132,690 6,177,270

 年　　　度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成１５年度 平成１6年度

0

50,000

100,000
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250,000 給与費
2,690,156千円（43.5％）
［医業収益に対し55.2％］

支出�
6,177,270�

千円�

収入�
5,245,331�

千円�

材料費
1,269,897千円
　　　（20.6％）
［医業収益に
　　　対し26.1％］

外来収益
1,498,086千円（28.6％）

［患者1人1日当たり9,902円］

入院収益
3,152,197千円（60.1％）

［患者1人1日当たり 34,770円］

支払利息
252,940千円（4.1％）

その他
158,800千円（2.6％）

減価償却費
845,252千円
（13.7％）

経　費
960,225千円
（15.5％）

他会計負担金・補助金
297,462千円（5.7％）

その他医業収益
174,514千円（3.3％）

その他
123,072千円（2.3％）
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医
療
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
と
、
高
度
専

門
化
・
細
分
化
さ
れ
る
医
療
情
勢
の
中

で
、
当
院
で
は
良
質
か
つ
適
切
な
医
療

を
効
率
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
日
々
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
診
療
機

能
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
消
化
管
汎
用

ビ
デ
オ
ス
コ
ー
プ
を
は
じ
め
と
す
る
高

度
医
療
機
器
を
新
規
購
入
し
医
療
機
器

の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
土
曜
日
・

日
曜
日
・
祝
日
の
日
当
直
に
つ
い
て

は
、
内
科
系
と
外
科
系
の
2
名
の
医
師

が
診
療
に
あ
た
り
、
ま
た
、
平
日
の
当

直
に
つ
い
て
は
、
平
成
16
年
4
月
1
日

か
ら
、
従
来
の
当
直
医
師
の
ほ
か
に
救

急
患
者
が
集
中
す
る
時
間
帯
（
17
時
15

分
〜
22
時
）
に
副
当
直
医
師
を
配
置
し

て
診
療
に
あ
た
っ
て
お
り
、
住
民
の
皆

様
へ
、
よ
り
充
実
し
た
救
急
医
療
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

患
者
さ
ん
の
数
は
、
平
成
15
年
度
と

比
較
し
て
、
延
べ
数
で
入
院
は
4
、
5

0
3
人
の
増
加
、
外
来
は
1
、
8
6
6

人
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
収

入
に
お
い
て
は
、入
院
収
益
で
1
億
1
、

4
2
4
万
5
千
円
余
の
増
収
、
外
来
収

益
で
は
1
、
9
4
9
万
9
千
円
余
の
増

収
と
な
り
、
収
入
総
額
は
52
億
4
、
5

3
3
万
円
余
で
、前
年
に
比
べ
1
億
4
、

6
1
2
万
8
千
円
余
の
増
収
と
な
り
ま

し
た
。

一
方
、
支
出
に
お
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は
、
前
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べ
4
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4
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円
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な
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総
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億
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、
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2
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万

円
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で
、
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1
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病
院
経
営
は
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厳
し
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状

況
が
続
い
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お
り
ま
す
が
、
地
域
住
民

の
医
療
福
祉
増
進
の
た
め
、
高
度
・
特

殊
・
先
駆
的
医
療
の
充
実
や
地
域
医
療

の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
基

幹
病
院
と
し
て
信
頼
さ
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る
病
院
体
制

確
立
の
た
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、
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資
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経
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の
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減
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、
財
政
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確
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と
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の
健
全
化
を
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り
、
よ
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質

の
高
い
患
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サ
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ス
を
目
指
し
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す
。
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